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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
真
正
極
楽
寺
真
如
堂
（
天
台
宗
、
京
都
市
左
京
区
）
が
所
蔵
す
る
、
元

禄
四
年
（
一
六
九
一
）
十
月
〜
十
二
月
の
「
日
並
記
」
を
翻
刻
し
、紹
介
す
る
。
真
如

堂
が
蔵
す
る
日
並
記
と
し
て
は
、「
元
禄
三
年
日
並
記
」
に
続
く
も
の
で
あ
り①
、
十
〜

十
二
月
分
だ
け
が
現
存
す
る
点
も
同
様
で
あ
る
。
本
来
は
、
一
年
を
通
し
て
書
き
継

が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
元
禄
五
年
（
又
は
七
年
）
の
火
災
で
失
わ
れ
た
ら
し
く
、
現

存
し
な
い②
。
一
年
分
の
日
並
記
が
揃
う
の
は
、
元
禄
九
年
以
降
し
か
な
い
。

今
回
翻
刻
す
る
日
並
記
の
原
本
に
つ
い
て
、簡
単
に
記
す
。
法
量
は
竪
二
三
・
二
セ

ン
チ
、
横
一
六
・
五
セ
ン
チ
で
、
竪
帳
に
な
っ
て
い
る
。
本
来
の
表
紙
（
内
表
紙
）
と

新
た
に
付
さ
れ
た
外
表
紙
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
厚
紙
が
付
く
。
そ
し
て
そ

の
す
べ
て
を
四
つ
目
綴
じ
で
糸
綴
じ
し
て
い
る
。
ま
た
底
部
小
口
（
地
）
に
は
、
右

か
ら
左
へ
向
か
っ
て
、「
元
禄
四
冬
計　

未
」
と
記
さ
れ
る
。

当
時
の
真
如
堂
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
前
稿
の
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。
以
下
で

は
、
本
翻
刻
中
の
注
目
で
き
る
記
述
に
つ
い
て
記
す
こ
と
で
、
解
題
に
代
え
た
い
。

一
、
再
興
事
業
の
継
続

元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
は
本
堂
が
竣
工
し
、
海
北
友
竹
に
よ
る
後ご

う

門も
ん

整
備
（
釈

迦
三
尊
像
作
成
）
が
進
ん
で
い
た
が
、
以
後
も
諸
堂
の
再
興
工
事
が
続
い
て
い
る
。
な

お
後
門
と
は
、
本
堂
内
、
須
弥
壇
背
後
の
壁
面
の
こ
と
で
あ
る③
。

元
禄
四
年
十
一
月
十
八
日
に
は
、
観
音
堂
・
鐘
楼
堂
の
再
建
が
、
大
工
頭
中
井
正

知
と
京
都
町
奉
行
前
田
直
勝
・
小
出
吉
里
へ
申
請
さ
れ
て
い
る
。

観
音
堂
は
3
間
四
方
の
宝
形
造
で
、
南
に
は
1
間
（
巾
3
間
）
の
庇
が
付
い
て
お

り
、
西
に
は
南
北
3
間
・
東
西
2
間
半
の
建
物
が
附
属
し
、
そ
の
南
に
も
1
間
（
巾

2
間
半
）
の
庇
が
付
け
ら
れ
て
い
た
。
全
体
と
し
て
は
、
東
西
5
間
半
・
南
北
3
間
の

建
物
で
、
南
側
に
1
間
の
庇
が
付
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

一
方
の
鐘
楼
堂
は
、
2
間
半
四
方
で
切
妻
屋
根
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

い
ず
れ
も
、「
御
制
禁
并
分
限
ニ
過
た
る
作
事
不
仕
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
申
告
以

上
に
立
派
な
建
物
を
建
て
な
い
よ
う
、
注
意
し
て
い
る
。

十
二
月
十
五
日
に
は
、「
加け

ぎ
よ
う行

護
摩
之
御
札
」
を
本
堂
・
大
師
堂
・
観
音
堂
・
薬
師

堂
・
山
王
・
稲
荷
へ
納
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
観
音
堂
が
す
で
に
形
を
な
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
お
そ
ら
く
鐘
楼
堂
も
ほ
ぼ
で
き
あ
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

建
物
以
外
に
目
を
向
け
る
と
、
十
月
五
日
に
は
、「
戒
名
場
之
本
尊
地
蔵
」
が
寄
進

さ
れ
、そ
の
開
眼
供
養
が
催
さ
れ
て
い
る
。「
戒
名
場
」
と
い
う
の
が
明
確
で
は
な
い

が
、
卒
塔
婆
に
戒
名
を
記
す
た
め
の
場
所
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う④
。
境
内
に
は
墓
地

が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

な
お
真
如
堂
に
は
現
在
、
近
世
の
地
蔵
菩
薩
立
蔵
が
二
躯
（
本
堂
・
千
躰
地
蔵
堂
）

史
料
紹
介

「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介
（
三
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蔵
さ
れ
て
お
り⑤
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
こ
の
時
に
寄
進
さ
れ
た
像
に
該
当
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
八
日
に
は
、
こ
の
地
蔵
の
施
主
か
ら
、
開
眼
供
養
の
礼
と
し
て
、
金
子

一
〇
〇
疋
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。

二
、
加
行
伝
法

本
堂
竣
工
に
間
に
合
う
よ
う
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
正
月
に
得
度
し
、権
律
師
と

さ
れ
て
い
た
上
乗
院
尊
通
（
真
如
堂
住
職
、
史
料
中
で
は
「
御
院
家
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

は
、
本
堂
竣
工
の
後
、
元
禄
三
年
十
二
月
に
法
眼
へ
叙
任
さ
れ
た⑥
。
そ
し
て
そ
の
後
、

青
蓮
院
門
跡
か
ら
加
行
伝
法
（
四
度
加
行
）
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、今
回
翻
刻
分
の
中

で
は
、
そ
れ
に
関
係
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

天
台
山
門
諸
流
に
お
け
る
加
行
伝
法
は
、
十
八
道
・
胎
蔵
界
・
金
剛
界
・
護
摩
の

順
に
授
け
ら
れ
、
後
の
伝
法
灌
頂
の
準
備
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
尊
通
は
、
五
月

十
六
日
に
青
蓮
院
門
跡
か
ら
伝
法
を
受
け
始
め
て
い
る⑦
。
最
初
の
十
八
道
に
つ
い
て

は
今
回
翻
刻
分
に
も
記
述
は
な
い
が
、
九
月
末
に
胎
蔵
界
を
済
ま
せ
た
ら
し
く
、
十

月
朔
日
条
に
「
一
昨
日
胎
頂
戴
」
と
見
え
る
。
続
く
金
剛
界
に
つ
い
て
は
、
十
一
月

八
日
条
に
「
金
開
闢
」
と
記
さ
れ
、
十
二
月
三
日
に
な
っ
て
「
金
結
願
」
と
な
っ
て

い
る
。
最
後
の
護
摩
は
、
金
剛
界
の
結
願
か
ら
間
を
お
か
ず
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、ま
だ
金
剛
界
の
結
願
を
迎
え
て
い
な
い
十
一
月
廿
六
日
に
「
護
摩
供
頂
戴
」

と
準
備
が
始
ま
っ
て
お
り
、
金
剛
界
結
願
の
翌
四
日
に
「
護
摩
御
開
闢
」
と
連
続
し

て
進
め
て
い
る
。
以
後
、
七
日
に
わ
た
っ
て
護
摩
執
行
が
続
け
ら
れ
、
十
二
月
十
日

に
「
護
摩
御
結
願
」
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
で
満
座
と
な
り
、
無
事
に
「
行
法
御
成

就
」
と
な
っ
た⑧
。

な
お
尊
通
は
、
こ
の
加
行
伝
法
を
進
め
る
間
に
、
他
に
も
薬
師
供
・
普
賢
延
命
法

な
ど
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
尊
通
は
他
出
を
憚
っ
て
お
り
、
十
二
月
五
日

に
な
さ
れ
た
新
任
の
京
都
所
司
代
小
笠
原
長
重
へ
の
挨
拶
に
は
、
名
代
と
し
て
覚
円

坊
が
出
席
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
十
日
に
行
法
を
終
え
た
尊
通
は
、
十
三
日
に
所
司

代
の
許
へ
挨
拶
に
赴
い
て
い
る
。

三
、「
東
山
」
に
つ
い
て

翻
刻
史
料
中
に
は
「
東
山
」
と
い
う
表
記
が
何
度
も
見
え
る
。
そ
の
場
所
等
に
つ

い
て
は
、
明
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
、
加
行
伝
法
の

間
、
尊
通
は
こ
の
「
東
山
」
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
尊
通

は
、
真
如
堂
住
職
で
あ
り
な
が
ら
、
行
法
の
間
、
真
如
堂
の
所
在
し
た
寺
町
今
出
川

で
は
な
く
、「
東
山
」
に
滞
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

長
期
の
滞
在
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
恐
ら
く
「
東
山
」
と
は
、
真
如

堂
の
現
境
内
の
東
麓
に
あ
る
元
真
如
堂
の
地⑨
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地

は
、
真
如
堂
草
創
の
地
で
あ
り
、
堂
宇
が
洛
中
へ
移
さ
れ
た
後
も
、
真
如
堂
の
領
地

と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
近
世
の
寺
領
一
〇
五
石
は
、す
べ
て
浄
土
寺
村
で
あ
り
、

元
真
如
堂
の
周
辺
に
あ
た
る
。

行
法
の
間
、
こ
の
地
に
尊
通
が
滞
在
し
た
理
由
に
は
、
尊
通
の
師
が
青
蓮
院
門
跡

尊
證
法
親
王
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
行
法
に
際
し
て
は
、
青
蓮
院
へ

の
往
復
が
必
要
で
あ
る
（
十
一
月
朔
日
条
等
）。
通
う
に
は
、
寺
町
今
出
川
よ
り
も
元

真
如
堂
か
ら
の
方
が
は
る
か
に
近
い
。
そ
の
上
、
真
如
堂
で
は
十
月
に
十
夜
念
仏
が

催
さ
れ
る
な
ど
、
参
詣
人
ら
の
出
入
り
も
多
い
。
加
行
伝
法
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
が

あ
り
、
長
期
滞
在
で
き
る
場
と
し
て
、
元
真
如
堂
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
間
、
真
如
堂
か
ら
は
、
連
絡
係
と
な
る
僧
侶
が
頻
繁
に
両
所
を
往
復
し
て
お

り
、
多
く
は
覚
円
坊
が
そ
の
役
を
つ
と
め
て
い
る
。
ま
た
「
東
山
」
側
に
も
常
駐
す

る
人
物
が
い
た
も
の
と
思
え
、
岡
本
右
近
や
金
子
十
郎
右
衛
門
ら
が
そ
の
候
補
に
あ

が
る
。

行
法
以
前
か
ら
尊
通
が
「
東
山
」
を
住
所
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
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加
行
伝
法
を
終
え
た
十
二
月
十
日
に
「
御
院
家
帰
寺
」
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
も
「
東
山
」
に
は
滞
在
し
て
い
な
い
。

尊
通
を
は
じ
め
と
す
る
真
如
堂
の
僧
侶
た
ち
は
、
十
一
日
に
青
蓮
院
へ
御
礼
の
た

め
に
赴
い
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
関
係
各
所
へ
御
礼
供
物
を
配
っ
て
い
る
。
そ
の
相

手
の
最
末
に
「
東
山
惣
百
姓
中
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
浄
土
寺
村
の
百
姓
の
中
に
は
、

真
如
堂
と
の
由
緒
を
か
か
げ
る
者
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
尊
通
の
「
東
山
」
滞
在

は
、
そ
の
よ
う
な
浄
土
寺
村
の
百
姓
ら
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
元
禄
二
年
の
尊
通
得
度
に
際
し
、「
百
姓
中
」
が
祝
儀
五
〇
〇
疋
を
持
参
し
て

い
る
。
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
東
山
」
百
姓
中
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
祝
儀
の
品
々

十
二
月
十
日
に
加
行
伝
法
が
無
事
に
済
む
と
、
尊
通
の
許
へ
は
、
多
く
の
祝
儀
が

届
き
は
じ
め
る
。
そ
の
多
く
は
、
食
料
品
で
あ
る
点
が
目
に
つ
く
。
そ
こ
で
、
祝
儀

の
品
々
の
な
か
で
特
徴
的
な
品
目
に
つ
い
て
、
解
説
を
加
え
て
お
き
た
い
。

（
１
）
南
蛮
酒
・
み
り
ん

南
蛮
酒
は
、
十
七
日
に
普
門
坊
と
石
川
草
春
が
持
参
し
て
い
る
。
二
人
に
つ
い
て

は
明
証
を
欠
く
が⑩
、
と
も
に
元
禄
二
年
得
度
の
際
も
祝
儀
の
品
を
持
参
し
て
い
る
。

ま
た
十
日
に
は
円
乗
坊
が
「
ミ
り
ん
酒
」（
一
徳
利
）
を
持
参
し
て
い
る
。

当
時
の
南
蛮
酒
・
み
り
ん
酒
は
、
焼
酎
を
原
料
と
し
、
京
都
で
加
工
さ
れ
た
酒
で

あ
る
。
た
と
え
ば
『
毛
吹
草
』
巻
四
に
は
、
山
城
地
方
（
京
都
）
の
名
産
品
と
し
て

「
味
醂
酎　

消
酎　

南
蛮
酒
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
貝
原
益
軒
『
養
生
訓
』
巻
第
四

（
飲
酒
）
に
も
「
焼
酒
は
大
毒
あ
り
、
多
く
飲
む
べ
か
ら
ず
、
火
を
付
け
て
も
え
や
す

き
を
見
て
、
大
熱
な
る
事
を
知
る
べ
し
、・
・（
中
略
）・
・
京
都
の
南
蛮
酒
も
焼
酒
に

て
作
る
。
焼
酒
の
禁
と
同
じ
」
と
記
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
い
ず
れ
の
酒
も
、
焼
酎
（
ま
た
は
泡
盛
）
を
用
い
た
甘
味
の

強
い
酒
と
解
釈
さ
れ
て
い
る⑪
。
琉
球
方
面
か
ら
伝
来
し
、
焼
酎
を
原
材
料
に
用
い
る

こ
と
な
ど
、
共
通
点
が
多
い
も
の
の
、
製
法
に
差
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
区
別
さ
れ

た
と
い
う⑫
。

京
都
で
生
産
さ
れ
て
い
た
多
様
な
加
工
酒
が
、
贈
答
品
と
し
て
活
用
さ
れ
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。（

２
）
外
郎
（
う
い
ろ
う
）

外
郎
餅
・
卯
良
餅
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
餅
に
砂
糖
を
加
え
て
甘
く
し
た

菓
子
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
真
如
堂
へ
の
出
入
分
が
確
認
で
き
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
大
量
に
も
た
ら
さ
れ
れ
ば
、
他
所
へ
「
お
す
そ
分
け
」
す
る
と
い
う
様
子

が
、
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

外
郎
に
つ
い
て
見
る
と
、
十
一
日
・
十
二
日
に
五
棹
ず
つ
届
け
ら
れ
る
と
、
十
五

日
に
五
棹
を
他
所
へ
贈
っ
て
い
る
。
ま
た
十
七
日
に
届
け
ら
れ
た
分
は
、
恐
ら
く
そ

の
ま
ま
十
九
日
に
他
所
へ
贈
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
た
と
え
ば
十
月
六
日
に
青
蓮
院
門
跡
か
ら
届

け
ら
れ
た
羊
羹
一
〇
棹
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
三
棹
が
正
親
町
家
へ
届
け
ら
れ
、
翌

日
に
は
五
棹
が
別
人
の
許
へ
贈
ら
れ
て
い
る
。
真
如
堂
内
で
消
費
し
た
の
は
二
棹
だ

け
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

外
に
も
菓
子
に
類
す
る
も
の
と
し
て
は
、「
ま
ん
ち
う
」（
饅
頭
）、「
菓
子
」、「
求

肥
」、「
葛
」・「
吉
野
く
す
」、「
砂
糖
漬
」
な
ど
が
見
い
だ
せ
、
贈
答
品
と
し
て
多
様

な
菓
子
が
活
用
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

（
３
）
高
麗
煎
餅

菓
子
の
な
か
で
も
、
固
有
名
詞
と
し
て
登
場
す
る
の
が
、
高
麗
煎
餅
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
大
坂
発
祥
の
薄
い
煎
餅
で
、
型
抜
き
で
成
形
し
た
と
さ
れ
る
。
十
日
に
鳥
居
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小
路
経
房
（
青
蓮
院
門
跡
坊
官
）
よ
り
三
〇
〇
が
も
た
ら
さ
れ
、
十
一
日
に
も
「
お
な

さ
」
か
ら
届
い
て
い
る
。
こ
の
「
お
な
さ
」
は
、
元
禄
二
年
に
は
「
乳
人
」
と
し
て

あ
ら
わ
れ
る
女
性
で
あ
ろ
う
。

鳥
居
小
路
の
も
た
ら
し
た
数
が
多
く
思
え
る
が
、
元
禄
十
年
閏
二
月
に
、
妙
法
院

門
跡
か
ら
見
舞
い
の
品
と
し
て
、品
川
伊
氏（
旗
本
・
高
家
）へ
高
麗
煎
餅
一
箱（
二
〇
〇

枚
入
）
が
贈
ら
れ
て
お
り
、
数
百
枚
単
位
の
箱
入
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る⑬
。
恐

ら
く
、
一
箱
に
三
〇
〇
枚
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
４
）
兵
主
蕪

十
一
日
に
石
薬
師
の
七
兵
衛
が
持
参
し
、
同
日
、
松
雨
軒
へ
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。

「
石
薬
師
」
は
、
当
時
の
真
如
堂
の
南
西
に
所
在
し
た
東
西
通
の
名
称
で
あ
り
、
石
薬

師
像
に
由
来
す
る
と
い
う
。
寺
町
通
か
ら
西
へ
向
か
っ
て
伸
び
る
道
で
、「〔
新
改
〕

内
裏
之
図
」（
延
宝
五
年
刊
）
で
は
、通
り
沿
い
に
町
家
の
並
ぶ
様
子
が
描
か
れ
る⑭
。
つ

ま
り
七
兵
衛
は
、
真
如
堂
の
近
く
に
住
む
町
人
と
考
え
ら
れ
る
。

兵
主
蕪
は
、近
江
野
洲
郡
兵
主
村
（
滋
賀
県
野
洲
市
）
で
産
さ
れ
た
カ
ブ
の
こ
と
で
、

特
徴
的
な
形
態
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
産
地
を
冠
し
て
呼
ば
れ
た
。
近
世
中
期
迄

に
、
同
系
統
の
カ
ブ
が
京
都
に
持
ち
込
ま
れ
、
そ
れ
が
後
に
「
聖
護
院
蕪
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
る
。

七
兵
衛
が
持
参
し
た
兵
主
蕪
は
、
京
都
産
・
近
江
産
双
方
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
尊
通
が
滞
在
し
て
い
た
「
東
山
」（
浄
土
寺
村
）
は
農
村
で
あ
り
、
後
の
産
地
と

な
る
聖
護
院
村
か
ら
も
近
い
か
ら
で
あ
る
。
産
地
の
即
断
は
で
き
な
い
が
、
兵
主
蕪

が
京
都
で
流
通
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。

元
禄
二
年
に
鈴
麿
（
尊
通
）
が
得
度
し
た
際
に
も
、多
く
の
祝
儀
が
も
た
ら
さ
れ
て

い
る
。
今
回
、
祝
儀
を
も
た
ら
し
た
人
物
は
、
元
禄
二
年
祝
儀
の
際
と
も
、
多
く
が

重
な
る
。
い
ず
れ
も
真
如
堂
の
関
係
者
な
の
で
あ
る
か
ら
、そ
の
点
は
当
然
で
あ
る
。

し
か
し
持
参
物
が
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
得
度
の
際
は
、
多
く
が
金
品
・
紙
・

布
で
あ
っ
た
。
対
し
て
今
回
は
、
多
く
が
食
料
品
で
あ
る
。
行
法
を
終
え
た
こ
と
に

よ
り
潔
斎
が
解
除
さ
れ
、
宴
や
祝
い
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

む
す
び
に
か
え
て

今
回
翻
刻
・
紹
介
す
る
「
元
禄
四
年
日
並
記
」
の
特
徴
的
な
記
述
を
紹
介
し
た
が
、

も
ち
ろ
ん
、
前
稿
に
記
し
た
特
徴
も
継
続
し
て
指
摘
で
き
る
。
十
夜
念
仏
に
つ
い
て

は
そ
の
実
施
が
記
さ
れ
、
警
固
の
様
子
な
ど
も
前
回
同
様
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
鉦
講
と
の
関
係
は
、
今
回
の
記
述
で
も
不
明
確
で
あ
る
。
加
え
て
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
い
触
書
に
つ
い
て
も
、
い
く
つ
か
の
記
述
が
見
え
る⑮
。

前
稿
に
お
い
て
、
真
如
堂
の
史
料
群
が
、
大
寺
院
に
は
見
ら
れ
な
い
個
性
的
な
特

長
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
真
如
堂
は
、
十
夜
念
仏
の
結
願
に
際
し
、「
今

日
之
参
詣
如
例
年
夥
敷
有
之
也
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
（
十
月
十
五
日
条
）、
庶
民
の

信
仰
に
支
え
ら
れ
た
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

近
世
京
都
の
寺
社
に
お
け
る
食
品
の
贈
答
に
つ
い
て
は
、翻
刻
が
進
ん
で
い
る『
妙

法
院
日
次
記
』
を
用
い
た
記
述
が
あ
る
も
の
の⑯
、
近
世
史
料
の
翻
刻
事
例
が
少
な
い

た
め
か
、
史
料
は
多
く
伝
存
し
て
い
る
も
の
の
、
取
り
上
げ
る
研
究
は
少
な
い
。
本

稿
の
よ
う
な
事
例
を
重
ね
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
も
一
石
を
投
じ
る
こ
と

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
加
え
て
、
庶
民
と
の
つ
な
が
り
が
深
い
真
如
堂
の
史
料
で

は
、
そ
の
贈
答
品
か
ら
庶
民
の
生
活
実
態
も
垣
間
見
え
よ
う
。
食
文
化
な
ど
多
方
面

で
、
本
史
料
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
本
稿
を
終
え
る
。

注①　
井
上
幸
治
「〔
史
料
紹
介
〕「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介
（
二
）　

〜
「
元
禄
三
年
日
並

記
」
〜
」（『
立
命
館
文
学
』
六
六
三
号
・
二
〇
一
九
年
八
月
。
以
下
「
前
稿
」）。
な
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お
、
日
並
記
で
な
け
れ
ば
、
元
禄
二
年
の
記
録
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
真
如
堂
記
録
研
究

会
「〔
史
料
紹
介
〕「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介　

〜
元
禄
二
年
「
鈴
麿
得
度
記
」
〜
」

（『
立
命
館
文
学
』
六
四
四
号
・
二
〇
一
五
年
十
月
）

 

　

本
稿
中
、
元
禄
二
・
三
年
に
か
か
る
記
述
で
、
右
記
二
稿
の
紹
介
史
料
に
基
づ
く
場

合
は
、
原
則
と
し
て
注
記
を
省
い
た
。

②　

外
表
紙
に
は
「
春
夏
秋
不
足
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
外
表
紙
が
付
け
ら
れ
た
段
階

で
、十
〜
十
二
月
分
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
外
表
紙
が
付
け
ら
れ

た
年
代
は
不
明
だ
が
、
近
世
段
階
の
も
の
と
推
測
し
た
い
。

③　

注
①
前
稿
で
は
、「
後
門
」
を
今
出
川
通
に
面
し
た
門
の
こ
と
と
推
測
し
て
い
た
が
、

誤
り
で
あ
る
。
な
お
現
本
堂
で
も
、後
門
（
裏
堂
）
に
は
巨
大
な
釈
迦
三
尊
像
（
僧
厭

求
筆
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
厭
求
は
、
海
北
友
賢
と
と
も
に
涅
槃
図
（
真
如
堂
所
蔵
）

も
描
い
て
お
り
、
海
北
派
に
近
い
絵
師
で
あ
る
。

④　
『
妙
法
院
日
次
記
』
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
三
月
十
四
日
条
な
ど
参
照
。

⑤　

京
都
国
立
博
物
館
編
『
京
都
社
寺
調
査
報
告
Ⅴ
』（
京
都
国
立
博
物
館
・
一
九
八
五

年
）。

⑥　

注
①
前
稿
及
び
、『
華
頂
要
略
』
巻
第
三
十
六
（
門
下
伝
・
上
乗
院
）。

⑦　
『
華
頂
要
略
』
巻
第
三
十
六
（
門
下
伝
・
上
乗
院
）。

⑧　
『
華
頂
要
略
』
巻
第
三
十
六
（
門
下
伝
・
上
乗
院
）
に
よ
る
と
、
尊
通
は
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
に
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。

⑨　

現
在
の
、
日
吉
神
社
・
換
骨
堂
の
辺
り
と
思
わ
れ
る
。
京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
真
如

町
。

⑩　

普
門
坊
は
、
真
如
堂
寂
静
坊
の
弟
子
亀
丸
が
元
禄
三
年
十
一
月
十
日
に
得
度
す
る

と
、
翌
日
に
参
上
し
て
礼
を
述
べ
て
い
る
。
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
寂
静
坊
の
関
係

者
と
推
測
さ
れ
る
。

⑪　

山
下
勝
「
日
本
に
お
け
る
蜜
淋
製
造
技
術
の
改
良
と
南
蛮
酒
」（『
日
本
醸
造
協
会

誌
』
八
八
巻
八
号
・
一
九
九
三
年
）
な
ど
参
照
。

⑫　

三
宅
也
来
撰
述
『
万
金
産
業
袋
』
巻
之
六
・
酒
之
部
（
享
保
十
七
年
序
・
菱
屋
治
兵

衛
刊
）
に
は
、
南
蛮
酒
と
み
り
ん
酒
の
製
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
い

ず
れ
も
米
・
麹
・
生
焼
酎
を
用
い
る
点
は
似
て
い
る
が
、
仕
込
み
方
や
分
量
に
差
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑬　
『
妙
法
院
日
次
記
』
元
禄
十
年
閏
二
月
三
日
条
。

⑭　
「〔
新
改
〕
内
裏
之
図
」（
延
宝
五
年
刊
）
は
、『
叢
書
京
都
の
史
料
14　

内
裏
図
集

成
』（
京
都
市
歴
史
資
料
館
・
二
〇
一
六
年
）
に
よ
る
。
な
お
名
称
の
由
来
と
な
っ
た

石
薬
師
は
、
現
在
、
真
如
堂
境
内
に
建
つ
薬
師
堂
の
こ
と
で
あ
る
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

⑮　

十
二
月
朔
日
・
三
日
・
十
二
日
の
各
条
。

⑯　

青
木
直
己
「
コ
ラ
ム　

近
世
京
都
門
跡
寺
院
に
み
る
菓
子
の
贈
答
」（『
和
菓
子
』
二

号
・
一
九
九
五
年
）。

（
本
学
授
業
担
当
講
師
）

写真 1　元禄 4年 11 月 18 日条（部分）
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〔
史
料
翻
刻　

凡
例
〕

一
、
本
稿
で
は
、
真
正
極
楽
寺
（
真
如
堂
）
が
所
蔵
す
る
日
並
記
の
う
ち
、
元
禄
四
年

の
も
の
を
翻
刻
し
た
。
翻
刻
に
使
用
し
た
写
真
に
つ
い
て
は
、
真
如
堂
記
録
研
究

会
「〔
史
料
紹
介
〕「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介　

〜
元
禄
二
年
「
鈴
麿
得
度
記
」
〜
」

（『
立
命
館
文
学
』
六
四
四
号
、
二
〇
一
五
年
十
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、
文
字
は
、
新
字
・
常
用
漢
字
・
通
常
の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
固
有
名
詞
・

人
名
は
そ
の
限
り
で
は
な
く
、
合
体
字
「
ゟ
」
は
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

一
、
改
行
・
平
出
等
、
原
史
料
に
可
能
な
限
り
し
た
が
っ
た
。
一
行
に
入
り
き
ら
な

い
場
合
、
途
中
で
改
行
す
る
な
ど
の
改
変
を
ほ
ど
こ
し
た
。

 

　

例
と
し
て
、
十
一
月
十
八
日
条
の
写
真
を
掲
載
す
る
（
写
真
1
）。

一
、
小
文
字
で
書
か
れ
た
送
り
仮
名
や
割
書
は
〈　

〉
内
に
、
割
書
中
の
割
書
は

《　

》
に
収
め
、
改
行
場
所
を
「
／
」
で
示
し
た
。

一
、
原
本
の
改
頁
は
、
行
末
に　

」　

で
示
し
た
。

一
、
破
損
等
に
よ
り
判
読
不
能
の
場
合
は
、
文
字
数
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
□
で
示
し
、

不
明
で
あ
れ
ば
﹇　

﹈
と
し
た
。

一
、
適
宜
、
読
点
（ 

、）
や
並
列
点
（
・
）
を
補
っ
た
。

一
、
人
名
等
が
比
定
し
え
る
場
合
や
、
誤
記
に
つ
い
て
は
、
初
出
で
傍
注
（　

）
内

に
記
し
た
。
そ
の
他
、
注
記
す
べ
き
事
は
注
を
付
し
、
末
尾
に
掲
げ
た
。

一
、
原
史
料
に
は
、
一
つ
書
き
の
「
一
」
に
朱
筆
で
丸
印
が
振
ら
れ
た
箇
所
が
多
数

あ
る
が
、
本
翻
刻
に
は
反
映
し
て
い
な
い
。

一
、
本
稿
の
執
筆
・
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、

 

奥
村
慶
淳
様
（
真
正
極
楽
寺
真
如
堂
貫
主
）
を
は
じ
め
と
す
る
真
如
堂
の
方
々
の
便

宜
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
に
代
え
た
い
。

（
外
表
紙
）

「
元
禄
四
〈
辛
未
〉
年

冬
日
并
之
記

　

春
夏
秋
不
足

　
　
　
　
　
　

鈴
聲
山
」

（
内
表
紙
）

「
元
禄
四
〈
辛
未
〉
年

冬
日
并
之
記

　
　
　
　
　
　

鈴
声
山
」

　

元
禄
四
〈
辛
未
〉
十
月

朔
日
〈
壬
午
〉
晴
天

一
、
己（

賢
證
・
先
住
）

心
院
法
印
忌
日
、
御
弟
子
衆
御
斎
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
青（

尊
証
法
親
王
）

御
門
主
様
〈
へ
〉
一
昨
日
胎
頂
戴
之
為
御
礼
、
以

使
僧
蕎
麦
粉
五
袋
献
上
、
使
僧
少
二
参
上
、

一
、
日
中
祀
堂
、
七
日
別
時
開
白
、
説
法
無
量
院
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

二
日
〈
癸
未
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、

三
日
〈
甲
申
〉
晴
天
時
雨

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
覚
圓
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、

四
日
〈
乙
酉
〉
晴
天
時
雨

一
、
日
中
説
法
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
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五
日
〈
丙
戌
〉
晴
天

一
、
戒
名
場
之
本
尊
地
蔵
寄
進
有
之
、
今
日
則

入
仏
開
眼
供
養
、
導
師
無
量
院
、
東
養
房
・

祥
源
院
・
常
照
房
・
理
正
坊
・
覚
圓
坊
・
松
林
坊

出
仕
、　　

一
、
金
子
十
郎
左
衛
門
老
母
病
気
〈
ニ
〉
付
、
明
日
江
戸
下
向

〈
ニ
〉
付
、
白
銀
壱
枚
被
下
之
也
、

一
、十
日
十
夜
開
闢
、
酉
之
刻
、
一
山
本
堂
〈
へ
〉
出
仕
、
如
恒　
　
　
　
　

 

」

例
、
阿
弥
陀
経
読
誦
、
念
仏
十
念
無
量
院
、
其
後

於
方
丈
祝
儀
出
之
也
、

一
、
今
日
御
院
家
日
中
薬
師
供
結
願
也
、

六
日
〈
丁
亥
〉
曇
天
時
雨

一
、
今
日
ゟ
日
中
酉
之
刻
両
度
ツ
ヽ
説
法
、
無
量
院
被

相
勤
也
、　　

一
、
青
御
門
主
様
ゟ
東
山
〈
へ
〉
為
御
見
舞

御
使
僧
羊
羹
十
棹
御
到
来
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
正
親
町
大（

実
豊
）

納
言
様
〈
へ
〉
為
御
見
舞
羊
羹
三
棹

御
進
上
、　　

一
、
祀
堂
七
日
別
時
回
向
、

一
、
御
院
家
今
日
初
夜
胎
〈
ノ
〉
開
闢
也
、

七
日
〈
戊
子
〉
晴
天

一
、
日
中
酉
之
刻
両
度
説
法
、　　

一
、
羊
羹
三
棹
石
川

草
春
〈
へ
〉
被
遣
之
也
、　　

一
、
同
二
棹
見
瑞
老
〈
へ
〉
被
遣
也
、

一
、
御
本
尊
御
開
帳
、
開
役
東
養
房
被
相
勤
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
東
養
房
〈
へ
〉
開
帳
之
施
物
青
銅
廿
疋
遣
之
也
、

一
、
妻
木
彦
右
衛（

注
1
）門

殿
巡
見
〈
ニ
〉
又
来
、
役
者
覚
円
房
参

向
如
例
、
当
寺
之
由
来
書
遣
之
也
、

一
、
岡
本
内
記
入
来
、　　

一
、
覚
円
房
東
山
〈
へ
〉
参
上
、

八
日
〈
己
丑
〉
曇
晴

一
、
日
中
酉
之
刻
説
法
、　　

一
、
地
蔵
之
施
主
ゟ
開
眼

之
為
礼
、
金
子
百
疋
持
参
、
何
茂
遣
之
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

九
日
〈
庚
寅
〉
晴
天

一
、
日
中
酉
之
刻
説
法
、

十
日
〈
辛
卯
〉
晴
天

一
、
日
中
酉
之
刻
説
法
、

一
、
御
本
尊
御
開
帳
、
施
主
岩
田
屋
太
郎
兵
衛
、
開
役

祥
源
院
被
相
勤
也
、　　

一
、
松
本
隆
庵
・
鈴
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

金
右
衛
門
入
来
、

十
一
日
〈
壬
辰
〉
雨
天

一
、
日
中
酉
之
刻
説
法
、

一
、
覚
円
坊
例
年
之
通
、
雑
色
雇
申
度
之
旨
、
前（

直
勝
・田

安京
都
東
町
奉
行
）

芸
守
殿
〈
へ
〉
口
上
書
持
参
、
如
左
、

　
　
　
　

口
上

　

如
例
年
十
日
十
夜
之
法
事
執
行
仕
候
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

　

就
者
十
五
日
之
朝
ゟ
十
六
日
之
昼
迄
雑
色

　

衆
雇
申
度
奉
願
候
、
尤
松
尾
方
参
着
之
事
〈
ニ
〉

　

御
座
候
、
恒
例
之
通
被
為
仰
付
候
様
〈
ニ
〉
奉

　

願
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　

真
如
堂
役
者
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十
月
十
一
日　
　
　
　
　

覚
円
坊

　
　

御
奉
行
様

　

包
紙
上
書

　
　
　
　
　

上　
　
　
　
　
　

真
如
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

右
之
口
上
書
月
番
前
田
安
芸
守
殿
〈
へ
〉
持
参
候
処
、

恒
例
之
通
雑
色
可
被
仰
付
候
旨
御
返
答
被

仰
出
也
、
例
年
ハ
御
月
番
〈
へ
〉
御
断
申
上
候
か

当
年
茂
左
様
〈
ニ
〉
可
仕
候
哉
、
如
何
仕
可
給
候
哉
と

役
人
中
〈
へ
〉
相
尋
候
処
、
例
年
左
様
〈
ニ
ハ
〉
存

す
れ
と
も
、
然
な
か
ら
淡（

小
出
守
里
）

路
守
殿
〈
へ
〉
も
御
断

〈
ニ
〉
て
可
然
存
由
被
申
上
〈
ニ
〉
付
、
小（

京
都
西
町
奉
行
）

出
淡
路
守
〈
へ
〉
も

口
上
書
持
参
候
而
、
例
年
之
通
雑
色
衆
雇
申　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

度
由
御
月
番
安
芸
守
殿
〈
へ
〉
申
上
候
処
、
可
被

仰
付
旨
被
仰
出
候
、
為
御
断
致
参
上
候
由
申

入
候
処
、
被
得
其
意
候
、
安
芸
守
殿
ゟ
可
被
仰

付
由
御
返
答
候
也
、
前
々
ゟ
雑
色
雇
申
度

由
、
奉
行
所
〈
へ
〉
院
家
も
以
使
僧
〈
ヲ
〉
御
状
被

遣
候
へ
共
、
只
今
ハ
返
書
茂
無
之
候
へ
ハ
御
状
被
遣

候
事
い
た
さ
る
も
の
故
、
当
年
度
役
者
口
上
書

持
参
候
而
願
〈
ニ
〉
被
出
、
此
儀
二
条
役
人
衆
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
」

談
之
処
、
成
ほ
と
只
今
之
明
節
〈
ニ
〉
候
へ
ハ
役
者

願
〈
ニ
〉
御
出
候
事
可
然
之
由
被
申
候
故
、
当
年
ゟ
口
上
書

ヲ
以
願
〈
ニ
〉
御
出
也
、

一
、
於
町
両
組
〈
へ
〉
如
例
年
樽
一
荷
青
銅
二
百
疋

被
遣
之
候
也
、　　

一
、
岡
本
内
記
入
来
、

一
、
岡
本
右
近
東
山
ゟ
参
上
、

一
、
松
村
庄
兵
衛
入
来
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

十
二
日
〈
癸
巳
〉
晴
天

一
、
日
中
酉
之
刻
説
法
、　　

一
、
見
瑞
長
老
御
入
来
、

一
、
正
親
町
中（

公
通
）

納
言
様
・
同
奥
方
御
同
道
被
成
御
出

終
日
御
入
、
御
雑
煮
・
夕
御
膳
出
〈
シ
〉
御
馳
走
、
奥
方

御
親
父
露
及
老
〈
ニ
〉
も
堂
〈
へ
〉
参
詣
之
由
〈
ニ
〉
而
御
出
、
相
国

寺
順
首
座
殿
〈
ニ
〉
も
御
出
候
也
、

一
、
伯
英
子
元（

向
井
）雄

明
十
三
日
一
周
忌
〈
ニ
〉
相
成
候
由
〈
ニ
〉
而　
　
　
　

 

」

為
霊
供
料
金
子
二
百
疋
向
井
元
瑞
ゟ
来
〈
ル
〉、

十
三
日
〈
甲
午
〉
晴
天

一
、
日
中
酉
之
刻
説
法
、

一
、
伯
英
子
元
雄
一
周
忌
、
向
井
元
瑞
一
家
参
詣

廟
所
〈
へ
〉、
少
二
勤
行
〈
ニ
〉
参
詣
、
元
瑞
一
家
霊

前
〈
へ
〉
香
資
持
参
、
何
茂
馳
走
有
之
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

十
四
日
〈
乙
未
〉
晴
天

一
、
日
中
酉
之
刻
説
法
、　　

一
、
如
例
年
御
出
入
中

参
上
、
仏
餉
共
百
姓
共
相
詰
申
也
、

一
、
薬
樹
院
今
晩
ゟ
金
光
院
〈
へ
〉
御
越
、

一
、
妙
傳
寺
入
来
、

一
、二
条
目
付
鈴（

西
町
奉
行
与
力
）

木
五
郎
兵
衛
殿
・
松（

東
町
奉
行
与
力
）

田
五
左
衛
門
殿
其
外

同
心
衆
、
目
付
〈
ニ
〉
入
来
、
覚
圓
坊
〈
へ
〉
御
寄
、
御
酒
出
〈
シ
〉　　

 

」

馳
走
、
初
夜
過
〈
ニ
〉
被
帰
也
、
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十
五
日
〈
丙
申
〉
晴
天

一
、
寅
之
刻
御
本
尊
御
開
帳
、
開
役
東
養
坊
、

十
念
無
量
院
、　　

一
、
御
茶
口
切
御
本
尊
御
茶
湯
〈
ニ
〉

被
上
也
、

一
、
御
公
儀
〈
ヨ
リ
〉
為
御
警
固
松（

四

座

雑

色

後

見

）

尾
新
五
左
衛
門
・
与
右
衛
門
・　
　
　
　

 

」

九
郎
右
衛
門
・
新
右
衛
門
参
着
、
宿
坊
常
照
坊
同
道

〈
ニ
〉
テ
方
丈
〈
エ
〉
入
来
、
如
例
年
御
料
理
馳
走
、

一
、
日
中
夕
座
説
法
、　　

一
、
如
例
年
御
出
入
衆
不
残

入
来
、　　

一
、
暮
方
〈
ヨ
リ
〉
二
条
目
付
衆
入
来
、

一
、
今
日
之
参
詣
如
例
年
夥
敷
有
之
也
、

十
六
日
〈
丁
酉
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
辰
之
上
刻
、
雑
色
衆
警
固
〈
ニ
〉
テ
無
量
院
法
印

東
養
坊
本
堂
〈
エ
〉
出
仕
、
十
日
十
夜
之
回
向
、

説
法
十
念
無
量
院
、
閉
帳
役
東
養
坊
被

相
勤
也
、

一
、
雑
色
衆
〈
へ
〉
方
丈
并
宿
房
〈
ニ
〉
而
之
馳
走
如
例

年
有
之
、
諸
事
首
尾
能
相
済
帰
番
也
、

講
中
・
御
出
入
衆
〈
ニ
〉
も
被
帰
也
、

一
、
見
瑞
長
老
御
入
来
、
方
丈
〈
ニ
〉
御
入
候
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
」

十
七
日
〈
戊
戌
〉
晴
天

一
、
前
田
安
芸
守
殿
・
小
出
淡
路
守
殿
〈
へ
〉
雑
色
警
固

之
為
礼
、
役
者
覚
円
坊
参
上
、
御
所
柿

壱
籠
ツ
ヽ
持
参
、

一
、
鳥
目
一
貫
九
百
文
如
例
年
松
尾
新
五
右
衛
門
方
〈
へ
〉

十
夜
警
固
之
為
礼
物
遣
之
、
使
者
藤
川
㐂
兵
衛
、

一
、
今
日
銭
ツ
ナ
ギ
也
事
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
甲
良
大
三
郎
ゟ
左
入
居
士
三
回
忌
之
為
霊

供
料
金
子
二
百
疋
来
〈
ル
〉、
則
霊
供
盛
物
に

備
之
、
参
詣
之
衆
〈
へ
〉
重
之
内
出
〈
シ
〉
馳
走
、
廟
所
〈
へ
〉

勤
行
〈
ニ
〉
少
二
参
詣
、

一
、一
夜
別
時
開
闢
、
説
法
見
瑞
長
老
御
勤
也
、

一
、
洞
空
和
尚
御
入
来
、
杉
折
〈
壱
〉
御
持
参
、

十
八
日
〈
己
亥
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
日
中
御
本
尊
御
開
帳
、
一
夜
別
時
回
向
、
説

法
見
瑞
長
老
、
開
役
東
養
房
被
相
勤
也
、
開
帳

別
時
之
施
主
東
養
房
取
次
、

一
、
寺
中
衆
〈
へ
〉
そ
は
切
ふ
る
ま
い
有
之
也
、

十
九
日
〈
庚
子
〉
雨
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
覚
円
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

廿
日
〈
辛
丑
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
岡
本
右
近
東
山
〈
へ
〉
参
上
、

廿
一
日
〈
壬
寅
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
青
木
無
庵
方
丈
〈
ニ
而
〉
何
茂
〈
へ
〉

そ
は
切
ふ
る
ま
い
被
申
也
、

一
、
愛
宕
大
権
現
〈
へ
〉
為
御
代
参
服
部
新
平
参
詣
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉
来
〈
ル
〉
廿
四
日
普
賢
延
命
之
法
頂
戴
〈
ニ
〉
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参
上
可
仕
之
旨
、
為
御
案
内
御
使
僧
被
上
、
弥
御
参
候
様
と
之

御
返
答
候
也
、
使
僧
少
二
参
上
、
坊
官
衆
ゟ
覚
圓
坊
迄
伝

言
有
之
也
、
如
例
年
宗
門
改
被
成
御
下
候
様
と
の
御
事
也
、

廿
二
日
〈
癸
卯
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
願
王
院
権
僧
正
ゟ
東
山
〈
へ
〉
為
御
見

舞
精
籠
二
促
到
来
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

廿
三
日
〈
甲
辰
〉
雨
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
如
例
年
宗
門
改
相
認
候
テ

青
御
門
主
様
坊
官
中
迄
為
持
遣
、
名
当
如
左
、

　
　
　
　
　
　
　

真
如
堂
上
乗
院
役
者

　
　

千
種
大（

有
維
）

納
言
様
御
内　
　
　

覚
円
坊
印
判

　
　
　
　

家
所
図
書
殿

　
　
　
　

多
田
数
馬
殿

　
　

柳
原
大（

資
廉
）

納
言
様
御
内　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

　
　
　
　

田
付
主
膳
殿

　
　
　
　

堀
内
内
蔵
助
殿

廿
四
日
〈
乙
巳
〉
曇
晴
時
雨

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
願
王
院
僧
正
〈
エ
〉
為
御
見
舞

醤
油
壱
樽
・
酒
壱
樽
被
遣
之
也
、

一
、
覚
圓
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、　

御
院
家
覚
円
坊
被
召

連
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉
御
参
、
普
賢
延
命
之
法
頂
戴　
　
　
　
　
　
　

 

」

事
御
帰
〈
リ
〉、
圓
乗
坊
参
上
、　

御
門
主
様
為
名
代

伝
法
之
作
法
有
之
、
圓
乗
坊
〈
へ
〉
そ
は
切
御
ふ
る
ま
い

理
正
坊
相
伴
也
、

廿
五
日
〈
丙
午
〉
曇
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
薬
樹
院
今
日
見
龍
院
光
説

法
印
〈
へ
〉
療
治
御
頼
、
則
薬
調
合
也
、　　
　
　
　

 

」

廿
六
日
〈
丁
未
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、
御
本
尊
御
開
帳
、
開
役
東
養
坊

被
相
勤
也
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、

導
師
無
量
院
、　　

一
、
東
養
房
〈
へ
〉
開
帳
之

為
施
物
青
銅
廿
疋
遣
之
也
、

一
、
智
乗
坊
ゟ
書
状
来
〈
ル
〉、
御
門
主
様
〈
へ
〉
被
召
出
段
々

首
尾
よ
く
御
奉
公
相
致
之
由
申
知
候
也
、　　
　
　
　

 

」

廿
七
日
〈
戊
申
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
修
学
院
ゟ
去
比
之
返
書

到
来
、　　

一
、
喜
見
院
御
出
参
、

廿
八
日
〈
己
酉
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
岩
田
屋
太
郎
兵
衛
ゟ
饅
頭

壱
折
被
上
之
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

廿
九
日
〈
庚
戌
〉
晴
天
、
夜
〈
ニ
〉
入
雨
降
〈
ル
〉

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
行
光
坊
〈
へ
〉
為
見
舞
饅
頭

壱
折
被
遣
之
也
、　　

一
、五
智
院
入
来
、

一
、
青
木
無
庵
ゟ
菜
飯
来
〈
ル
〉
也
、
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晦
日
〈
辛
亥
〉
雨
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、一
山
月
並
之
請
書
〈
ニ
〉
出
座
、　　
　
　
　

 

」

（
白
紙
）

 

」

　

十
一
月

朔
日
〈
壬
子
〉
晴
天

一
、
己
心
院
御
忌
日
、
御
弟
子
衆
御
斎
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
覚
円
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、

一
、
御
院
家
覚
円
坊
被
召
連
、　

青
御
門
主
様
〈
へ
〉

御
参
、
金
并
表
白
頂
戴
、

一
、
御
院
家
東
山
〈
へ
〉
御
帰
〈
リ
〉
圓
乗
坊
参
上
、　

御
門
主
様　
　
　

 

」

為
御
名
代
伝
法
之
作
法
有
之
、
御
弁
当

料
理
出
之
馳
走
、
理
正
坊
に
参
上
相
伴
也
、

一
、
御
院
家
今
日
初
夜
普
賢
延
命
供
開
白
、

一
、
行
光
坊
ゟ
使
僧
、
去
比
御
菓
子
被
遣
候
礼
也
、

一
、
願
王
院
僧
正
御
出
、　　

一
、
善
住
院
入
来
、

一
、
㐂
見
院
帰
山
、　　

一
、
金
子
十
郎
左
衛
門
昨
晩
江
戸
ゟ

上
京
、
今
日
入
来
、
智
乗
坊
院
号
御
附
被

下
、
知
常
院
〈
と
〉
申
候
由
申
来
〈
ル
〉
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
」

二
日
〈
癸
丑
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉
金
頂
戴
之
為
御
礼

以
使
僧
山
ノ
い
も
壱
折
献
上
、
使
僧
少
弐
、

一
、
願
王
院
僧
正
御
出
、

三
日
〈
甲
寅
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、

導
師
無
量
院
、　　

一
、
薬
樹
院
薬
之
儀
、
見
龍
院　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

法
印
断
故
、
名
古
屋
玄
醫
〈
へ
〉
療
治
御
願
、
則

願
王
院
僧
正
ゟ
玄
醫
〈
へ
〉
申
参
、
今
日
見
舞
、
薬
調

合
也
、　　

一
、
法
泉
坊
母
妙
蓮
死
去
、

四
日
〈
乙
卯
〉
雨
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
薬
樹
院
〈
へ
〉
名
古
屋
玄
醫
見
舞
、

一
、
米
壱
俵
・
青
銅
二
百
疋
法
泉
坊
〈
へ
〉
被
遣
也
、

五
日
〈
丙
辰
〉
雨
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
薬
樹
院
覚
圓
坊
寺
〈
へ
〉
御
帰
〈
リ
〉、

ニ
テ
養
生
也
、　　

一
、
方
丈
家
来
中
青
木
無
庵

振
舞
〈
ニ
〉
参
〈
ル
〉、

六
日
〈
丁
巳
〉
曇
天

一
、
日
中
説
法
、

七
日
〈
戊
午
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
今
昼
御
院
家
普
賢
延
命

之
法
御
結
願
也
、

八
日
〈
己
未
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
覚
円
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、　

御
院
家

今
初
夜
金
開
闢
、
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一
、
板
倉
義
太
夫
ゟ
書
状
、　

御
祈
祷
御
祓
大
麻
并
土
産

到
来
、
使
前
田
茂
兵
衛
、
来
暦
持
参
、
御
酒
出
〈
ス
〉
也
、

一
、
稲
荷
大
明
神
迎
火
焼
神
供
御
酒
供
物
調
進
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

九
日
〈
庚
申
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、

十
日
〈
辛
酉
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
青
御
門
主
様
ゟ
東
山
〈
へ
〉
為
御
見

舞
ミ
つ
か
ん
壱
折
御
到
来
、

一
、
ミ
つ
か
ん
壱
折
五
条
少
納
言
殿
被
遣
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

十
一
日
〈
壬
戌
〉
雨
降
〈
ル
〉

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
板
倉
義
太
夫
〈
へ
〉
返
書
、
為
御
初

尾
金
子
百
疋
御
進
納
、
前
田
茂
兵
へ
同
銀
壱
包

被
遣
之
也
、

十
二
日
〈
癸
亥
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
」

十
三
日
〈
甲
子
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、

十
四
日
〈
乙
丑
〉
晴
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、（

所

）

諸
司
代
小
笠
原
佐（

長
重
）

渡
守
殿
今
日

上
着
也
、

十
五
日
〈
丙
寅
〉
曇
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
薬
樹
院
土
川
了
伯
療
治
仕

可
申
候
間
、
松
田
三
右
衛
門
方
〈
へ
〉
養
生
〈
ニ
〉
御
下
〈
リ
〉
候
様
と

被
申
〈
ニ
〉
付
、
青
木
無
庵
㐂
見
院
な
と
相
談
之
上
〈
ニ
〉
テ

今
日
三
右
衛
門
方
〈
へ
〉
被
参
也
、

十
六
日
〈
丁
卯
〉
曇
天

一
、
日
中
説
法
、　　

一
、
来
〈
ル
〉
十
九
日
四
ツ
時
分
〈
ニ
〉
小
出

淡
路
守
殿
〈
へ
〉
役
者
〈
ニ
〉
御
出
候
様
〈
ニ
〉
と
町
代
四〔

梅
村
〕郎

兵
衛
ゟ　

 

」

申
来
〈
ル
〉
也
、

一
、
於
本
堂
施
餓
鬼
執
行
、
導
師
無
量
院
、

一
、
薬
樹
院
〈
へ
〉
見
舞
〈
ニ
〉
服
部
新
兵
へ
被
遣
也
、

十
七
日
〈
戊
辰
〉
晴
天

一
、
御
本
尊
御
開
帳
、
日
中
四
十
八
夜
別
時
回
向
、

説
法
見
瑞
長
老
、
開
役
東
養
房
被
相
勤
也
、

一
、
見
瑞
長
老
御
帰
〈
リ
〉、　　

一
、
青
銅
廿
疋
東
養
坊
遣
〈
ス
〉、　　

 

」

一
、
薬
樹
院
様
躰
相
替
〈
リ
〉
候
由
、
㐂
見
院
ゟ
申
来
〈
ニ
〉
付
、

覚
円
坊
被
参
也
、

一
、
薬
樹
院
秀
胤
巳
之
刻
遷
化
、
廿
五
才
也
、

十
八
日
〈
己
巳
〉
晴
天

一
、
覚
円
坊
観
音
堂
・
鐘
楼
堂
普
請
之
願
〈
ニ
〉

両
奉
行
所
〈
へ
〉
指
図
願
書
持
参
、
如
左
、

　
　

乍
恐
奉
願
観
音
堂
・
鐘
楼
堂
御
訴
訟
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

　
　
　
　

真
如
堂
寺
内
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観
音
堂

〈
三
間
／
四
方
〉
宝
珠
形
作
、

　
　
　
　
　

 

南
〈
ニ
〉〈
壱
間
《
ニ
》
／
三
間
〉
廂

 

西
〈
ニ
〉〈
二
間
半
《
ニ
》
／
三
間
〉
つ
の
や

　
　
　

 

同
南
〈
ニ
〉〈
壱
間
《
ニ
》
／
二
間
半
〉
廂

　
 

鐘
楼
堂

〈
二
間
半
／
四
方
〉
破
風
肘
木
作
〈
り
〉

　
　
　

 

」

　
　

右
絵
図
之
通
、
今
度
観
音
堂
并
鐘
楼
堂

普
請
仕
度
候
、
屋
祢
瓦
葺
絵
図
〈
ニ
〉
記
奉
願
候
、

勿
論
造
作
之
儀
、
中
井
主〔

正
知
〕水

方
〈
へ
〉
申
達
、
御

制
禁
并
分
限
〈
ニ
〉
過
た
る
作
事
不
仕
候
、
普
請

成
就
早
速
御
断
可
申
上
候
間
、
御
検
分
之
上
、

指
図
之
表
相
違
之
儀
、
又
ハ
増
作
〈
リ
〉
な
と
仕
候
者
、

造
作
御
潰
、
其
上
如
何
様
之
曲
事
〈
ニ
〉
も
可

被
仰
付
候
、
為
後
日
絵
図
并
連
判
手
形　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

指
上
奉
願
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
如
堂
一
臈

　
　

元
禄
四
年
〈
辛
未
〉
年　
　
　
　

東
養
坊　

印
判

　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
八
日　
　

同　

役
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
円
坊　

印
判

　
　

御
奉
行
様

　
　
　
　

御
役
人　

真（
西
町
奉
行
与
力
）

野
八
郎
兵
衛
殿

　
　
　
　
　
　
　
　

神（
東
町
奉
行
与
力
）

沢
与
兵
衛
殿

右
之
願
書
持
参
候
処
、
願
相
調
普
請
可
仕
候
旨
、

被
仰
出
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
中
井
主
水
正
〈
へ
〉
覚
圓
坊
参
、
今
日
御
奉
行
所
〈
へ
〉
罷

出
、
御
願
申
上
候
処
、
普
請
可
仕
旨
被
仰
出
候
間
、
大
工

絵
図
持
参
可
仕
候
間
、
御
裏
書
頼
入
由
被
申
入
候
処
、

得
其
意
候
由
也
、　　

一
、
大
善
院
・
教
学
院
〈
へ
〉
薬
樹
院

死
去
之
由
申
遣
者
也
、

一
、
薬
樹
院
葬
礼
明
日
有
之
候
〈
ニ
〉
付
、
松
林
坊
七
位

取
持
〈
ニ
〉
今
日
登
山
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

十
九
日
〈
庚
午
〉
晴
天

一
、
覚
円
坊
、
小
出
淡
路
守
殿
〈
へ
〉
参
上
処
、
如
左
被

申
出
也
、

　
　
　

寺
社
方

　

町
宅
に
て
刀
帯
し
罷
有
候
家
来

　

若
党
等
ま
て
書
付
可
被
差
出
事
、

　
　
　

十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

右
之
通
被
申
付
也
、
取
次
役
小（

西
町
奉
行
与
力
）

川
甚
左
衛
門
・
入（

西
町
奉
行
与
力
）

江
安
左
衛
門
・

田（
東
町
奉
行
与
力
）

中
文
右
衛
門
・
芦（

東
町
奉
行
与
力
）

谷
藤
左
衛
門
也
、

一
、
知
常
院
・
菅
谷
宗
寿
・
大
塚
惣
七
、
薬
樹
院
病

気
見
舞
〈
ニ
〉
上
京
、
今
日
参
着
、
宗
寿
・
惣
七

登
山
也
、

廿
日
〈
辛
未
〉
晴
天

一
、
知
常
院
登
山
、　　

一
、
岡
本
右
近
、
東
山
〈
ニ
〉
参
上
、　　
　
　

 

」

廿
一
日
〈
壬
申
〉
晴
天

一
、
覚
圓
坊
、
小
出
淡
路
守
殿
〈
へ
〉
刀
指
候
者
之
書
付
持

観
音
堂

鐘
楼
堂
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参
、
如
左
、

　
　

奉
公
人
刀
指
候
者
之
覚

　
　
　
　
　
　
　
　

浄
土
寺
村
之
内
真
如
堂
門
前

　

一
、
真
如
堂
上
乗
院
家
来　
　
　
　
　

金
子
十
郎
左
衛
門

　

右
之
外
、
吟
味
仕
候
処
〈
ニ
〉
刀
指
候
者
於
寺
外

　

壱
人
茂
無
御
座
候
、
向
後
右
之
類
有
之　
　
　
　
　

 

」

　

候
者
、
御
断
可
申
上
候
、
已
上
、

　
　

元
禄
四
〈
辛
未
〉
年　
　
　

真
如
堂
役
者

　
　
　
　
　

十
一
月
廿
一
日　
　
　
　

覚
円
坊
印
判

　
　

両
御
奉
行
様

　
　
　

御
役
人
衆
中

右
之
通
、
書
付
い
た
さ
は
一
段
よ
ろ
し
き
由
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

廿
二
日
〈
癸
酉
〉
晴
天

一
、
祀
堂
七
日
別
時
開
白
、
酉
之
刻
、

廿
三
日
〈
甲
戌
〉
晴
天

一
、
薬
樹
院
秀
胤
一
七
日
為
焼
香
、
覚
円
坊

登
山
、
方
丈
ゟ
贈
経
壱
部
・
香
資
金
二
百
疋

被
遣
之
也
、　　

一
、
江
戸
衆
下
山
、　　
　
　
　
　

 
」

一
、
天（

智

顗

）

台
大
師
宿
忌
、
供
物
餅
・
密
柑
備
奉
、

法
事
例
時
和
讃
、
導
師
祥
源
院
、

廿
四
日
〈
乙
亥
〉
晴
天

一
、
天
台
大
師
講
一
山
出
座
、
法
事
大
師
供
尽
讃
、

僧
讃
〈
大
弐
〉、
導
師
東
養
坊
、
鈸
〈
理
正
坊
〉、
鏡

㐂
運
坊
、
祭
文
﹇　
　

﹈、
尽
讃
〈
玉
蔵
坊
〉

法
事
過
御
斎
出
〈
ル
〉
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉
御
使
僧
〈
ヲ
〉
以
明
後
廿
六
日
〈
ニ
〉
護
摩

頂
戴
〈
ニ
〉
参
上
□
□
被
仰
上
也
、
使
僧
少
二
、

一
、
愛
宕
山
〈
へ
〉
御
代
参
有
之
也
、

廿
五
日
〈
丙
子
〉
晴
天

一
、七
条
少（

隆
福
）

納
言
殿
ゟ
東
山
〈
へ
〉
精
籠
到
来
之
由
申
来
〈
ル
〉
也
、

廿
六
日
〈
丁
丑
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
覚
円
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、

一
、
御
院
家
覚
円
坊
被
召
連
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉

御
参
、
護
摩
供
頂
戴
、
毎
度
御
馳
走
也
、

一
、
御
院
家
東
山
〈
へ
〉
御
帰
〈
リ
〉、
圓
乗
坊
参
上
、
御
門
主
様

為
御
名
代
伝
法
之
作
法
有
之
也
、
其
以
後
弁
当

料
理
出
御
馳
走
、
理
正
院
相
伴
也
、　　
　
　
　
　
　

 

」

廿
七
日
〈
戊
寅
〉
晴
天
、
風
は
げ
し

一
、
秀
胤
〈
へ
〉
為
志
、
於
方
丈
惣
中
〈
へ
〉
御
斎
有
之
、
施
主

㐂
見
院
・
青
木
無
庵
、
法
事
法
華
三
昧
、

一
、
菅
谷
宗
寿
・
大
塚
惣
七
坂
本
〈
ニ
〉
被
参
也
、

廿
八
日
〈
己
卯
〉
晴
天

一
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉
一
昨
日
護
摩
頂
戴
之
為　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

礼
、
以
使
者
枝
柳
弐
百
献
上
、
使
者
岡
本
右
近
、

一
、
祀
堂
七
日
別
時
回
向
、
御
本
尊
開
帳
、
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開
帳
役
東
養
坊
、
施
主
妙
栄
、
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、

白
銀
壱
包
持
参
、

一
、
青
銅
十
疋
会
長
施
物
と
し
て
東
養
坊
〈
ニ
〉
遣
ス
、

一
、
大
和
ノ
お
て
屋
ゟ
加
行
為
御
見
舞
か
や
五
袋
到
来
、

廿
九
日
〈
庚
辰
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
知
常
院
登
山
、

一
、一
山
月
並
之
請
書
〈
ニ
〉
出
座
、

 

」

　
（
白
紙
）

 

」

　
　

十
二
月

朔
日
〈
辛
巳
〉
晴
天

一
、
己
心
院
御
忌
日
、
御
弟
子
衆
御
斎
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
覚
円
坊
東
山
〈
ニ
〉
参
上
、

一
、
岡
本
内
記
入
来
、　　

一
、
江
戸
衆
山
ゟ
被
帰
〈
ル
〉

一
、
御
公
儀
ゟ
之
触
書
、
東
北
院
ゟ
来
、
一
覧
〈
シ
テ
〉

立
本
寺
〈
へ
〉
遣
〈
ス
〉、
去
〈
ル
〉
比
之
刀
之
事
也
、　　
　
　
　
　

 

」

一
、
青
御
門
主
様
ゟ
東
山
〈
へ
〉
為
御
見
舞
御
使
僧
、

実
そ
ば
一
箱
到
来
、

二
日
〈
壬
午
〉
曇
天

一
、
直
綴
〈
壱
〉・
長
袴
〈
壱
〉
知
常
院
被
遣
、（

天
真
入
道
親
王
）

輪
門
様
〈
へ
〉

被
下
出
候
、
御
祝
儀
也
、

三
日
〈
癸
未
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
知
常
院
・
菅
谷
宗
寿
・
大
塚
惣
七
、
今
朝
江
戸
〈
へ
〉

発
足
也
、　　

一
、
覚
円
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、

一
、
御
院
家
、
今
日
金
御
結
願
也
、

一
、
御
公
儀
ゟ
之
御
触
書
東
北
院
ゟ
来
〈
ル
〉、
一
覧

〈
シ
テ
〉
立
本
寺
〈
へ
〉
遣
〈
ス
〉、
如
左
、

　
　
　

小
笠
原
佐
渡
守
殿
〈
へ
〉
出
礼
之
覚

一
、
十
二
月
五
日　
　
　
　
　

本
寺
・
本
社

一
、
同
六
日
・
七
日　
　
　
　

末
寺
・
末
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
同
九
日
、
連
歌
師
・
本
阿
弥
・
後
藤
・
狩
野
・
銀
座

　

朱
座
・
呉
服
所
・
古
筆
・
御
用
達
之
諸
職
人
等
、

一
、
同
十
日
・
十
一
日
、
医
師
・
聖
中
惣
代
・
京
都
根
生
之

　

町
人
・
諸
大
名
用
達
町
人
・
上
下
京
地
役
・
河
原

　

町
大
仏
辺
地
役
・
傾
城
町
年
寄
、

　
　

右
日
限
之
朝
六
ツ
過
ゟ
五
ツ
迄
〈
ニ
〉
出
礼
可
有

　
　

之
候
、
但
町
方
之
儀
者
、
当
春
之
通
、
茶
屋

　
　

四
郎
次
郎
可
承
合
旨
可
申
触
事
、　　
　
　
　

 

」

　
　
　

未
十
二
月
二
日　
　
　
　

上
京
町
代

一
、
実
そ
は
壱
箱
、
松（

浅
井
政
信
）

雨
軒
様
〈
へ
〉
御
進
上
、
大
和
〈
ノ
〉
お
て
屋
〈
へ
〉

先
日
之
為
礼
書
状
被
遣
也
、

四
日
〈
甲
申
〉
晴
天

一
、
恵
教
房
ゟ
書
状
到
来
、
薬
樹
院
悔
候
書
状
也
、

一
、
覚
円
坊
・
理
正
坊
・
少
弐
、
東
山
〈
へ
〉
参
上
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
御
院
家
今
初
夜
護
摩
御
開
闢
、
圓
乗
坊

被
参
之
、
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五
日
〈
乙
酉
〉
晴
天

一
、
小
笠
原
佐
渡
守
殿
〈
へ
〉
本
寺
・
本
社
之
出
礼
、
御
院
家

為
御
名
代
、
役
者
覚
円
坊
被
致
出
礼
也
、

一
、
御
院
家
護
摩
御
執
行
、
寺
中
衆
覚
圓
坊

岡
本
右
近
、
東
山
〈
へ
〉
参
上
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

六
日
〈
丙
戌
〉
晴
天

一
、
御
院
家
護
摩
御
執
行
、
寺
中
衆
覚
円
坊

東
山
〈
へ
〉
参
上
、

七
日
〈
丁
亥
〉
雨
降
〈
ル
〉

一
、
御
院
家
護
摩
御
執
行
、
寺
中
衆
覚
圓
坊
、
東

山
〈
へ
〉
参
上
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

」

八
日
〈
戊
子
〉
天
晴

一
、
御
院
家
護
摩
御
執
行
、
寺
中
衆
覚
圓
坊

東
山
〈
へ
〉
参
上
、

九
日
〈
己
丑
〉
曇
天

一
、
御
院
家
護
摩
御
執
行
、
寺
中
衆
覚
圓
坊

東
山
〈
へ
〉
参
上
、　　

一
、
見
瑞
長
老
〈
へ
〉
別
時
之
間
、
説
法　
　

 

」

之
為
礼
、
金
子
二
百
疋
・
菓
子
壱
折
被
遣
之
也
、

哲
善
長
老
〈
へ
〉
も
金
子
百
疋
被
遣
之
也
、

十
日
〈
庚
寅
〉
雪
降
〈
ル
〉

一
、
圓
乗
坊
寺
中
衆
覚
圓
坊
東
山
〈
へ
〉
参
上
、

一
、
御
院
家
護
摩
御
結
願
、

一
、
従　

青
御
門
主
様
護
摩
結
願
之
為
御
祝
儀
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

御
目
録
之
表
沙
綾
二
巻
・
御
樽
壱
荷

昆
布
壱
箱
・
水
こ
ん
に
や
く
壱
箱
御
到
来
、
御
使
者

進
藤（

為
之
）

采
女
、
則
院
家
御
対
面
、
御
吸
物
・
御
酒

出
〈
シ
〉、
其
以
後
御
請
被
仰
上
也
、　　

一
、
高
麗
煎
餅
三
百

鳥
居
小
路
大（

経
房
）

蔵
卿
法
印
、　　

一
、
素
麺
十
把
大
谷
兵（

泰
朝
）

部
卿
、

　

一
、
菓
子
五
袋
進
藤
采
女
、
右
為
御
祝
儀
御
到
来
、

一
、
御
院
家
理
正
坊
・
覚
円
坊
被
召
連
、
青
御
門
主
様

加
行
成
就
之
為
御
礼
御
参
、
御
目
録
之
表
御
礼
供
物　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

白
銀
十
枚
・
御
樽
壱
荷
・
昆
布
壱
箱
・
ふ
ん
ま
い
壱
箱

献
上
、
御
雑
煮
・
御
酒
出
、
明
十
一
日
御
料
理
可
被
下
候

間
、
惣
寺
中
不
残
被
召
連
御
参
候
様
〈
ニ
と
〉
被
仰
出
、
段
々

御
懇
意
之
仕
合
也
、
御
家
来
中
〈
へ
〉
御
祝
義
如
左
、

一
、
白
銀
壱
枚
、
鳥
居
小
路
大
蔵
卿
法
印
、　　

一
、
白
銀
壱
枚
、
大
谷

兵
部
卿
法
眼
、　　

一
、
白
銀
壱
枚
、
進
藤
采
女
、

一
、
白
銀
壱
枚
、
御
乳
人
治
部
卿
、　　

一
、
金
子
百
疋
、
隠
岐（

堯
説
）

駿
河

一
、
金
子
百
疋
、
町
奉
行
沢
野（

富
政
）

頼
母
、　

一
、〈
同
〉
金
子
百
疋
、
伊
丹（

重
純
）

主
税 

」

一
、
白
足
袋
十
足
、
御
同
宿
宮
内
卿
、　

一
、
同
十
足
、〈
同
〉
松
林
坊

　
　

右
為
御
祝
義
被
遣
之
也
、

一
、
白
銀
三
枚
・
沙
綾
壱
巻
・
昆
布
弐
十
本
、〈
尊
勝
院
殿
内
〉
圓
楽
坊

被
遣
之
、
圓
楽
坊　

御
門
主
様
為
仰
阿
闍
梨
被

相
勤
候
故
、
御
礼
也
、

一
、
御
院
家
御
帰
寺
、
本
堂
・
諸
堂
・
山
王
・
稲
荷
〈
へ
〉

御
参
詣
、
并
己
心
院
御
廟
〈
へ
〉
御
参
、

一
、
惣
寺
中
衆
、
御
祝
〈
ニ
〉
参
上
、
方
々
ゟ
御
祝
義
出
来
、
如
左
、　　

 

」



六
三

「
真
如
堂
記
録
」
の
紹
介
（
三
）

63

一
、
御
使
者
牛
房
壱
折
、
正
親
町
中
納
言
様
、　　

一
、
密
柑
壱
折

同
奥
方
、　　

一
、
御
樽
牛
房
壱
折
、
覚
円
坊

一
、
精
籠
、
大
工
重
左
衛
門
、　　

一
、
密
柑
壱
折
、
松
村
庄
兵
衛

一
、
菓
子
三
袋
、
指
物
屋
勘
兵
衛
・
檜
物
屋
七
右
衛
門

一
、
や
う
か
ん
三
棹
、
近
江
屋
八
右
衛
門
・
丸
屋
彦
兵
衛

一
、
柳
〈
五
十
〉、
八
百
屋
長
兵
衛
、　　

一
、
密
柑
壱
折
、
筒
井
元
的

一
、
菓
子
・
昆
布
二
十
本
、
岡
本
内
記
、　　

一
、
御
札
枝
柳
百
入

岡
本
右
近
、　　

一
、
ま
ん
ち
う
、
服
部
新
兵
衛
、　　

一
、
ミ
つ
か
ん
壱
折 

」

八
百
屋
七
郎
兵
衛
、　　

一
、
そ
は
粉
二
袋
、
美
濃
屋
市
兵
衛

一
、
柳
壱
折
、
紙
屋
与
兵
衛
、　

 　

一
、
求
肥
二
箱
、
佐
渡
屋
三
郎
左
衛
門

一
、
密
柑
壱
籠
、
中
村
七
右
衛
門　

一
、
菓
子
三
袋
、
井
筒
屋
㐂
右
衛
門

一
、
樽
壱
ツ
・
五
ま
入
こ
ん
ふ
、
道
心
者
中
、
一
、
丸
こ
ん
に
や
く
、
麩
屋
長
兵
衛

一
、
金
光
院
、　　

一
、
惣
寺
中
、　　

一
、
鳥
居
小
路
大
蔵
卿
法
印

一
、
ミ
り
ん
酒
壱
徳
り
・
密
柑
壱
折
、
円
乗
坊

　
　

右
為
御
祝
儀
出
来
、

一
、
㐂
見
院
ゟ
書
状
到
来
、
薬
樹
院
後
住
願
之
義
、
江
戸
表
御　

 

」

﹇　
　

﹈
相
済
候
由
申
来
〈
ル
〉
也
、

十
一
日
〈
辛
卯
〉
晴
天

一
、
正
親
町
中
納
言
様
御
出
、
御
吸
物
・
御
酒
出
之
也
、

一
、
御
院
家
、
正
親
町
中
納
言
様
・
中
山
中（

篤
親
）

納
言
様
・
万
里（

淳
房
）

小
路
様

七
条
殿
〈
へ
〉
御
越
、

一
、
青
御
門
主
様
〈
へ
〉
御
院
家
・
東
養
坊
・
常
照
坊
・
理
正
坊

覚
円
坊
被
召
連
、
御
振
舞
〈
ニ
〉
御
参
、　

御
門
主
様
よ
り　
　
　
　
　

 

」

大
蔵
卿
法
印
〈
ヲ
〉
以
被
仰
出
候
者
、
先
以
今
日
者
御
参
珍
重
〈
ニ
〉
思
召
候
、

御
床
之
御
掛
物
者　

伝
教
大
師
弘
法
大
師
〈
へ
〉
被
遣
候

御
自
筆
之
御
書
〈
云
々
〉、
行
法
御
成
就
目
出
度
被
思
召
、

今
日
之
御
馳
走
〈
ニ
〉
御
掛
被
遊
候
間
、
御
拝
読
被
成
候
様
〈
ニ
〉

思
召
候
由
〈
ニ
〉
而
、
段
々
御
懇
意
種
々
御
馳
走
之
由
也
、

暮
方
御
立
、
追
付
御
礼
〈
ニ
〉
御
参
候
也
、

一
、
方
々
〈
へ
〉
護
摩
之
供
物
被
遣
候
、
如
左
、

一
、
御
礼
供
物
壱
折
・
菓
子
五
袋
、
正
親
町
中
納
言
様
〈
へ
〉

一
、
御
礼
供
物
壱
折
、
正
親
町
大
納
言
様
〈
へ
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
御
礼
供
物
壱
折
、
中
山
中
納
言
様
〈
へ
〉

一
、
御
礼
供
物
壱
折
・
密
柑
壱
折
、
七
条
少
納
言
殿
〈
へ
〉

一
、
御
礼
供
物
壱
折
、
万
里
小
路
大
納
言
様
〈
へ
〉

一
、
供
物
壱
折
、
順
首
座
様
、　　

一
、
同
断
、
向
井
元
瑞
、

一
、
御
礼
供
物
壱
折
、
甲
良
作
十
郎
、　

一
、
同
断
、
石
川
草
春
〈
へ
〉

一
、
供
物
壱
折
、
密
柑
五
百
入
壱
籠
、
東（

東
本
願
寺
）

御
門
跡
〈
へ
〉

一
、
御
樽
供
物
壱
折
、
兵
主
蕪
・
牛
房
壱
折
、
松
雨
軒
様
〈
へ
〉

一
、
供
物
、
多
賀
主
計
殿
、　　

右
之
通
御
使
者
・
御
使
僧
被
遣
也
、　　

 

」

一
、
御
礼
供
物
、
壱
包
ツ
ヽ
、
惣
寺
中
・
御
出
入
衆
中
〈
へ
〉
被
遣
之
、

一
、
御
礼
供
物
、
青
銅
二
百
疋
、
東
山
惣
百
姓
中
〈
へ
〉
被
下
之
也
、

　
　

今
日
御
祝
儀
到
来
、
如
左
、

一
、
押
餅
弐
枚　
　

丸
屋
吉
三
郎　
　
　

一
、
密
柑
百　
　
　
　
　
　

 

妙
傳
寺

一
、
葛
五
袋　
　
　

治
部
卿
殿　
　
　
　

一
、〈
御
所
絵
〉
扇
子
三
本　

少
弐

一
、
兵
主
蕪
壱
折　
〈
石
薬
師
〉
七
兵
衛一

、
菓
子
昆
布
〈
廿
本
〉　

屋
禰
屋
五
郎
兵
衛

一
、
箱
菓
子
壱
折　

遣
迎
院　
　
　
　
　

一
、
山
の
い
も
壱
折　
　

隠
岐
駿
河

一
、
入
来　
　
　
　

大（
谷
兵
か
）

□
□
部
卿　
　
　

一
、
入
来　
　
　
　
　
　

視
泉
坊　

 

」

一
、
入
来　
　
　
　

阿（

安

倍

季

逸

）

部
信
濃
守　
　
　

一
、
入
来　
　
　
　

山
添
三
右
衛
門

一
、
入
来　
　
　
　

講
中
惣
代　
　
　
　

一
、
精
籠
壱
綱　
　

お
つ
井
屋
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一
、
高
麗
煎
餅　
　

お
な
さ　
　
　
　
　

一
、
卯
良
餅
五
棹　

金
光
院

一
、
御
使
者　
　
　

中
山
中
納
言
様　
　

一
、
御
使
者　
　
　

万
里
小
路
大
納
言
様

一
、
金
百
疋　
　
　

七
条
少
納
言
殿　
　

一
、
求
肥
二
箱　
　

永
徳
院
殿

一
、
密
柑
壱
籠　
　

本
門
院
僧
正　
　
　

一
、
入
来　
　
　
　

伊
丹
主
税

一
、
入
来　
　
　
　

沢
野
頼
母

　
　

右
為
御
祝
儀
到
来
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

十
二
日
〈
壬
辰
〉
晴
天

一
、
如
嘉
例
、
御
煤
払
、
御
院
家
覚
円
坊
〈
へ
〉
御
越
、

一
、
青
門
様
坊
官
具
之
、
触
書
十
乗
院
殿
ゟ
来
〈
ル
〉
刀
指
候

者
之
吟
味
之
御
触
也
、
一
覧
候
テ
尊
勝
院
〈
へ
〉
被
遣
候
也
、

一
、
青
御
門
主
様
坊
官
中
・
御
近
習
衆
、
弥
十
四
日
御
茶
進

上
申
度
由
、
上
乗
院
被
申
候
由
、
覚
圓
坊
ゟ
以
書
状
被
申
入
也
、　　
　

 

」

　
　

今
日
御
祝
儀
到
来
、
如
左

一
、
外
郎
餅
〈
五
棹
〉
松
雨
軒
様
ゟ　
　
　
　
　

一
、
密
柑
壱
折　

多
賀
主
計
殿

一
、
書
状　
　
　
　
　

向
井
元
瑞　
　
　
　
　
　

一
、
煎
餅
壱
折　

鈴
木
金
右
衛
門

一
、
御
使　
　
　
　
　

長
生
院
殿
ゟ　
　
　
　
　

一
、
入
来　
　
　

松
本
隆
庵

一
、
御
使
者　
　
　
　

正
親
町
大
納
言
様　
　
　

一
、
入
来　
　
　

梅
辻
主〔

職
久
〕

膳
正

一
、
牛
房
壱
折　
　
　

千
木
㐂
三
郎　
　
　
　
　

一
、
牛
房
壱
折　

順
首
座
様

一
、
入
来　
　
　
　
　

岩
田
屋
太
郎
兵
衛

　
　

右
為
御
祝
義
到
来
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

十
三
日
〈
癸
巳
〉
晴
天
、
夜
半
時
分
岡
崎
村
火
事
、

一
、
御
院
家
覚
円
坊
被
召
連
、
小
笠
原
佐
渡
守
殿
〈
へ
〉
御

出
礼
、
先
日
本
寺
方
出
礼
之
節
ハ
御
行
法
之
内
故
、
今
日

御
出
候
也
、　　

一
、
東
門
跡
松
雨
軒
様
〈
へ
〉
御
院
家
御
越
、

一
、
竹（

良
尚
入
道
親
王
）

御
門
主
様
〈
へ
〉
御
使
僧
〈
ヲ
〉
以
御
菓
子
五
袋
御
進
上
、

使
僧
正
明
坊
参
上
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
正
親
町
中
納
言
様
〈
へ
〉
御
使
者
、
十
六
七
日
両
日
之
内
、
御
茶

進
度
存
候
、
於
御
出
、
大
納
言
様
〈
へ
〉
も
可
申
上
旨
被
仰
入
、
十
六
日

御

〈
ニ
〉
候
間
、
御
出
可
被
成
由
、
御
返
答
候
、
奥
方
〈
ニ
〉
ハ
春
御
出

可
被
成
由
也
、　　

一
、
青
門
様
御
内
衆
中
へ
明
十
四
日
弥
参
上

可
仕
由
申
上
候
也
、　　

一
、
山
西
松
軒
入
来
、
ぜ
ん
ま
い
持
参
、

　
　

今
日
御
祝
儀
到
来
如
左
、

一
、
御
暦　
　

院
経
師
久
米
之
助　

一
、
書
状　
　

阿（
安
倍
）部

信
濃
守

一
、
柳
壱
折　

や
禰
屋
甚
左
衛
門　

一
、
砂
糖
漬
〈
二
曲
〉
石
川
草
春　
　

 

」

一
、
入
来　
　

山
元
宗
圓　
　
　
　

一
、
菓
子
一
袋　

鍛
冶
久
右
衛
門

　
　
　

右
到
来
也
、

十
四
日
〈
甲
午
〉
晴
天

一
、
青
御
門
主
様
御
内
鳥
居
小
路
大
蔵
卿
、
大
谷
兵
部
卿
、

村
上
露
栖
、
林
光
坊
、
松
林
坊
、
円
乗
坊
、
三
光
院
、

安
倍
信
濃
守
、
御
振
舞
、
常
照
坊
・
理
正
坊
相
伴
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

御
掛
物
尊
純
親
王
院
室
ノ
御
書
掛
之
、
御
料
理

二
汁
七
菜
御
吸
物
後
段
御
茶
出
之
、
夜
〈
ニ
〉
入
、
何
茂
退
出
、

其
以
後
何
茂
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
正
親
町
大
納
言
様
・
中
山
中
納
言
様
・
順
首
座
様
エ
明

後
十
六
日
御
茶
進
度
由
、
被
仰
遣
処
、
大
納
言
様

寒
〈
ニ
〉
御
当
被
成
候
間
、
御
出
被
成
間
敷
由
、
其
外
者
御
出
可
被
成
由
、

返
答
候
也
、　　

一
、
扇
子
三
本
入
、
三
光
院
持
参
也
、

十
五
日
〈
乙
未
〉
雪
降
〈
ル
〉　　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
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一
、
加
行
護
摩
之
御
札
、
本
堂
・
大
師
堂
・
観
音
堂
・

薬
師
堂
・
山
王
・
稲
荷
〈
エ
〉
被
納
之
也
、

一
、
御
院
家
、
正
親
町
大
納
言
様
・
十
乗
院
・
教
学
院
〈
エ
〉

御
越
被
成
、
覚
圓
坊
御
供
也
、

一
、
久
遠
寿
院
様
、
以
使
僧
外
郎
餅
五
棹
御
進
上
、

御
使
僧
正
明
坊
、　　

一
、
尊
勝
院
殿
〈
エ
〉
書
状
御
札

供
物
壱
折
・
枝
柳
百
入
御
菓
子
壱
箱
被
遣
之
、
加
行

之
御
見
舞
御
来
信
、
圓
乗
坊
御
預
被
成
、
御
礼
出
也
、　　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
圓
乗
坊
〈
エ
〉
昨
日
者
御
取
持
故
、
首
尾
よ
く
御
満
足
之
由
、

御
礼
被
仰
遣
也
、　　

一
、
金
子
百
疋
多
賀
安
養
寺
〈
へ
〉
被
遣
也
、

　
　

今
日
御
祝
義
到
来
如
左
、

一
、
松
茸
・
山
ノ
い
も　

光
西　
　
　

一
、
密
柑
壱
折　
　

お
つ
ま
屋

一
、
産
物　
　
　
　

磯
田
立
安　
　
　

一
、
求
肥
五
箱　

尊
勝
院
殿
御
使
者

塚
本
儀
兵
衛
入
来
、
御
院
家
御
対
面
、
御
吸
物
・
御
酒
出
之
也
、

一
、四
十
八
人
講
中
〈
エ
〉
御
料
理
御
振
舞
可
被
成
由
、
被
申
入
候
処
、

何
茂
断
也
、

一
、
御
院
家
本
堂
勤
行
〈
ニ
〉
御
出
仕
、　　
　
　
　
　

 

」

十
六
日
〈
丙
申
〉
晴
天
、
月
蝕

一
、
圓
乗
房
為
御
暇
乞
入
来
、　　

一
、
講
中
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
正
親
町
中
納
言
様
・
中
山
中
納
言
様
・
松
雨
軒
様
・

順
首
座
様
御
振
舞
、
磯
田
立
安
・
中
村
七
右
衛
門

御
相
伴
、
理
正
坊
・
松
林
坊
七
位
・
中
村
織
部
・
岡
本

内
記
御
酒
御
取
持
〈
ニ
〉
入
来
、
夜
半
前
御
立
被
遊
也
、

　
　

今
日
御
祝
義
到
来
如
左
、

一
、
密
柑
百　
　
　

祥
源
院　
　
　

一
、
同
断　
　

山
添
三
右
衛
門　
　
　

 

」

一
、
求
肥
二
箱　
　

亀
屋
弥
兵
衛

十
七
日
〈
丁
酉
〉
晴
天

一
、
刀
指
之
者
吟
味
之
書
付
相
認
、
柳
原
大
納
言
殿
〈
へ
〉
遣
〈
ス
〉、

一
、
惣
寺
中
、
石
川
草
春
・
尾
崎
涼
益
・
山
添
三
右
衛
門
・
岡
本

内
記
〈
エ
〉
御
料
理
御
振
舞
、

　
　

今
日
御
祝
儀
到
来
、

一
、
御
樽
壱
荷
・
昆
布
五
拾
本
・
牛
房
五
把　
　

惣
寺
中　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
外
郎
餅
五
棹　
　
　
　

尾
崎
涼
益　
　

一
、
密
柑
一
折　

安
養
寺

一
、
南
蛮
酒
・
昆
布
十
本　

普
門
坊　
　
　

一
、
南
蛮
酒　
　

石
川
草
春

一
、
入
来　
　
　
　
　
　
　

甲
良
作
十
郎

　
　

右
到
来　

一
、
白
銀
壱
枚　

加
行
中
取
持
之
為
御
祝
義
、
理
正
坊
〈
へ
〉
被
遣
、

一
、
白
銀
三
枚　
　

覚
圓
坊　
　
　

一
、
金
子
一
両　

正
明
坊

一
、
金
子
二
百
疋　

服
部
新
平　
　

一
、
金
子
壱
歩　

俊
算
坊

一
、
金
子
百
疋　
　

岡
本
右
近　
　

一
、
金
子
百
疋　

金
子
十
郎
左
衛
門　

 

」

一
、
青
銅
百
疋　
　

服
部
新
兵
衛　

一
、
青
銅
百
疋　

有
川
㐂
兵
衛

　
　

右
為
御
祝
義
拝
領
、
下
々
不
残
青
銅
銭
領
持
也
、

十
八
日
〈
戊
戌
〉
晴
天
、
節
分

一
、
久
園
寿
院
様
ゟ
御
使
者
、
午
房
三
折
御
到
来
、

一
、
愛
宕
山
〈
エ
〉
御
代
参
、
服
部
新
平

一
、
御
院
家
、
本
堂
・
諸
堂
〈
エ
〉
御
参
詣
、

一
、
酉
之
刻
、
一
山
本
堂
〈
エ
〉
御
出
仕
、
於
方
丈
〈
ニ
〉
雑
煮
出
也
、　

 

」

十
九
日
〈
己
亥
〉
晴
天
、
立
春
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一
、
求
肥
五
箱
、
洞
空
上
人
〈
エ
〉
被
遣
、
覚
円
坊
持
参
、

一
、
密
柑
壱
折
三
百
、
願
王
院
僧
正
〈
エ
〉、

一
、
菓
子
・
昆
布
五
十
本
、
本
門
院
僧
正
〈
エ
〉

一
、
密
柑
壱
籠
・
外
郎
餅
五
棹
、
鶏
足
院
法
印
〈
エ
〉
被
遣
、
使
僧

正
明
坊
、　　

一
、
吉
野
く
す
五
袋
、
遣
迎
院
〈
エ
〉
被
遣
之
、

　
　

今
日
御
祝
義
到
来
、

一
、
密
柑
壱
籠
、
竹
御
門
主
様
ゟ
御
到
来
、　　

一
、
杉
折　

鍛
冶
対
馬　

 

」

廿
日
〈
庚
子
〉
晴
天

一
、
見
瑞
老
御
入
来
、
求
肥
壱
箱
持
参
、

廿
一
日
〈
辛
丑
〉
晴
天

一
、
願
王
院
権
僧
正
ゟ
そ
は
粉
五
袋
到
来
、

一
、
重
之
内
、
岡
本
右
近
女
房
持
参
〈
シ
テ
〉
上
〈
ル
〉、

　
　

歳
暮
之
御
付
届
〈
ケ
〉
如
左
、

一
、
密
柑
二
百
入
、
青
御
門
主
様
〈
エ
〉、
一
、
同
二
百
入　

勧
修
寺
大（

経
慶
）

納
言
殿 

」

一
、
金
子
二
百
疋　

正
親
町
中
納
言
様　

一
、
御
茶
密
柑
二
百
入　

七
条
少
納
言
殿

一
、
密
柑
二
百
入　

中
井
主
水
正　
　
　

一
、
密
柑
二
百
入　
　

松
雨
軒
様

一
、
金
子
二
百
疋　

お
な
さ
〈
へ
〉
被
下　

一
、
密
柑
百
五
十
入　

十
乗
院
殿

一
、
密
柑
百
五
十
入　

向
井
元
瑞　
　
　
　

一
、
同
御
茶
一
器　
　

甲
良
作
十
郎

　
　

右
歳
暮
之
為
御
祝
義
被
遣
之
也
、

一
、
青
木
無
庵
、
御
家
来
中
〈
エ
〉
そ
ば
切
振
舞
被
申
也
、

一
、
施（

宗
策
）

薬
院
死
去
、
為
御
悔
長
生
院
殿
一
家
〈
エ
〉
覚
圓

被
遣
也
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

廿
二
日
〈
壬
寅
〉
晴
天
、
夜
〈
ニ
〉
入
雨
降
〈
ル
〉

一
、
密
柑
二
百
入
、
鈴
木
五
郎
兵
衛
〈
エ
〉
歳
暮
之
為
祝
義
被
遣
之
也
、

一
、
寂
静
房
ゟ
餅
被
上
也
、

一
、
於
十
念
寺
施
薬
院
葬
礼
有
之
、
御
院
家
寺
中

七
人
被
召
連
、
諷
経
〈
ニ
〉
御
出
被
成
也
、

廿
三
日
〈
癸
卯
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
甲
良
作
十
郎
法
躰
之
由
〈
ニ
テ
〉、
強
飯
壱
六
合
到
来
、

一
、
㐂
見
院
出
京
、　　

一
、
午
房
壱
折
、
八
百
屋
七
兵
衛

一
、
御
か
し
五
把　

や
祢
や
五
郎
兵
衛　

一
、
す
く
き
二
本　

ら
う
そ
く
や

嘉
兵
衛
為
歳
暮
御
祝
義
上
〈
ル
〉、

廿
四
日
〈
甲
辰
〉
曇
天

一
、
手
樽
壱
ツ
・
午
房
・
昆
布　

甲
良
作
十
郎
入
道
道
守
〈
エ
〉

為
御
祝
義
被
遣
之
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
御
か
し
三
把　

屋
祢
や
甚
右
衛
門
、　

一
、
手
樽
〈
壱
〉
佐
渡
や
三
郎
左
衛
門

一
、
青
な　

板
大
工
重
右
衛
門

一
、
黒
大
豆　

井
筒
屋
㐂
右
衛
門
ゟ
上
〈
ル
〉
也
、

一
、
妙
傳
寺
入
来
、　　
　
　
　
　

一
、
立
花
屋
浄
清
死
去
、
浄
福
寺

　
〈
ニ
テ
〉
葬
礼
有
之
、
僧
衆
七
人
被
召
連
、
御
院
家

諷
経
〈
ニ
〉
御
出
被
遣
之
、

一
、
東
養
坊
・
法
輪
坊
・
常
照
坊
・
舜
静
坊
ゟ
納
豆

被
上
之
、

一
、
施
薬
院
〈
エ
〉
贈
経
、
則
十
念
寺
〈
エ
〉
正
明
坊
持
参
、
焼
香　
　
　

 

」

相
勤
被
帰
也
、

廿
五
日
〈
乙
巳
〉
晴
天
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一
、
如
御
嘉
例
、
御
餅
ツ
キ
也
、

一
、
正
親
町
中
納
言
様
ゟ
為
歳
暮
御
祝
義
密
柑
壱
籠

御
到
来
、　

一
、
柿
壱
箱　

十
乗
院
殿
ゟ
到
来
、

一
、
薬
樹
院
秀
胤
為
遺
物
、
胤
海
僧
正
筆
哥
書
・

羽
二
重
二
足
㐂
見
院
持
参
、
覚
圓
坊
・
岡
本
右
近

其
外
家
来
中
ニ
被
遣
物
到
来
也
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
理
正
坊
・
㐂
運
坊
・
祥
源
院
ゟ
納
豆
被
上
之
也
、

一
、
青
銅
二
百
疋
、
磯
田
立
安
へ
暮
為
祝
儀
被
遣
也
、

廿
六
日
〈
丙
午
〉
晴
天

一
、
如
嘉
例
、
寺
中
衆
〈
エ
〉
御
餅
ツ
キ
之
御
祝
義
有
之
也
、

一
、
㐂
見
院
山
門
〈
へ
〉
帰
寺
、

一
、
施
薬
院
ゟ
先
日
事
為
御
礼
、
金
子
二
百
疋
到
来
、

一
、
立
花
屋
善
兵
衛
ゟ
先
日
之
為
御
礼
金
百
疋
到
来
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

廿
七
日
〈
丁
未
〉
晴
天

一
、
桔

屋
寿
栄
死
去
〈
ニ
〉
付
、
為
焼
香
伊
兵
衛
宅
〈
エ
〉

覚
圓
坊
被
遣
被
申
そ
は
五
十

霊
前
〈
エ
〉
御
贈

被
遣
之
、

廿
八
日
〈
戊
申
〉
晴
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

一
、
手
樽
〈
壱
〉
昆
布
三
拾
本
、
石
川
草
春
〈
へ
〉
被
遣
也
、

一
、
桔

屋
伊
兵
衛
昨
日
之
為
御
礼
金
子
五
百
疋
持
参
、

御
院
家
御
逢
被
成
也
、

一
、
尊
勝
院
殿
ゟ
返
書
到
来
、

廿
九
日
〈
己
酉
〉
晴
天

一
、
仏
餉
共
今
日
ヨ
リ
相
儲
、
諸
事
正
月
用
意
仕
也
、　　
　
　
　
　
　
　

 

」

大
晦
日
〈
庚
戌
〉
晴
天

一
、
御
本
尊
諸
堂
御
鏡
餅
奉
錺
之
也
、

一
、
諸
事
正
月
ノ
用
意
仕
〈
ル
〉

一
、
巳
心
院
様
御
霊
前
〈
エ
〉
岡
本
右
近
御
鏡
餅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

上
之
也
、　　

一
、
覚
圓
坊
ゟ
同
被
上
之
也
、

一
、
寺
中
衆
歳
暮
之
御
礼
〈
ニ
〉
入
来
、

一
、
御
院
家
本
堂
諸
堂
〈
エ
〉
御
参
詣
、

一
、
酉
之
刻
、
御
院
家
衆
中
素
絹
五
条
〈
ニ
〉
テ

本
堂
〈
エ
〉
御
出
仕
、
法
事
過
方
丈
〈
エ
〉
出
座
、

月
並
之
請
書
有
之
、
御
雑
煮
御
調
子
遣
之
、

祝
儀
相
済
何
茂
退
出
、
千
秋
万
歳
々
　々
　
　
　
　
　

 

」

　
　
　
（
白
紙
）

」

　
　

元
禄
第
四
十
月
朔
日
ヨ
リ

　
　

十
二
月
大
晦
日
迄
之
日
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
義
記
之　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

　
　
　
（
白
紙
）

」

　
　
　
（
白
紙
）

」

　
　
　
（
白
紙
：
裏
表
紙
）

」
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注
1　

十
月
七
日
条
に
「
妻
木
彦
右
衛
門
」
と
あ
る
。
巡
見
と
あ
る
た
め
、京
都
町
奉
行

の
与
力
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
年
、
同
名
の
人
物
は
他
で
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
年
の

与
力
と
し
て
は
、妻
木
市
之
進
（
東
町
奉
行
与
力
）
と
平
塚
彦
右
衛
門
（
西
町
奉
行
与

力
）
が
確
認
で
き
る
こ
と
、通
常
の
巡
見
で
は
東
西
町
奉
行
の
与
力
が
ペ
ア
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、こ
の
二
名
を
さ
し
て
い
る
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。


